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研修受講報告書

	研修名
	
	実施日
	

	所　属
	
	職　名
	
	名　前
	


	１　研修の受講に当たり，学びたかったこと（知識・スキル等）は何ですか。




	２　実際に研修を受講して学んだことは何ですか。何を得ましたか。





	３　研修の効果を今後どのように活用していこうと考えていますか。




	閲覧者から研修生へのメッセ―ジ（閲覧の過程で随時記入してください。）




※　復命に添えて所属長まで閲覧してください。（研修センターへの提出は不要です。）

ただし，各市町で独自の報告様式がある場合には，それを使用してください。
なお，様式は研修センターのＨＰにも掲載しています。　☞http://www.kenshu-hiroshima.jp
	研修センター研修に対する意見・提案をお寄せください。（ファックス及び電子メール可）
●ファックス：０８２－２４７－８２３０　　●電子メール：kenshu-leaf@pref.hiroshima.lg.jp


 職員の能力開発・育成に向けて 
○　研修に参加しやすい職場環境をつくりましょう

○　意欲・目標を持って研修に参加するよう話しかけてください

○　更に伸びていくよう受講後に話しかけてください

○　研修で学んだことを職場で活用していきましょう

○　人が育つ職場の風土づくりを進めましょう

　　　「組織は人なり」であり，人を育てることが，組織の活性化，ひいては住民の福祉の増進を図ることにつながります。

職員の育成は，とりわけ管理監督者の責務です。

まずは，職員が研修に参加しやすい職場環境をつくりましょう。

（取組例：研修参加のすすめ，研修中の業務の調整　等）

　　


受講に当たって，目的意識を持って参加するかどうかで得るものが大きく違ってきます。

業務との関連や今後のキャリア形成を踏まえ，学習目標を設定し，意欲を持って参加するよう職員に話しかけてください。

　　（取組例：どういう研修内容か，何を学ぶつもりか，何を学んで欲しいか等）


研修を受けて，意欲も上がり，知識・ノウハウを身につけて職場に戻ります。職員のやる気を継続させ，更に伸びていくようフォローしていくことが大切です。

受講後にも職員に話しかけてください。
（取組例：研修を受けた感想は，何を学んだか，参考になったことは何か，次は何を学びたいか等）

　　　研修は職場で活用されてこそ意味があり，それがまさに研修の成果です。

また，折角の研修が受講者だけにとどまることなく，職場に拡げていくことが効果的です。

職員が研修で学んだことを職場に拡げ，実際に活用していけるよう十分配意してください。
（取組例：ミーティング時に研修報告，政策研究等発表会，マナー等職場研修，施策・業務改善の提案・検討　等）

職場の態勢や雰囲気は，職員の働く意欲，学習意欲に大きな影響を及ぼします。職員がお互いに協力し合うような職場風土，職員の自己啓発を支援するような職場風土をつくることが必要です。

そして，日々の仕事を通じての人材育成（ＯＪＴ）が重要であり，職員個々の状況に応じたきめ細かい対応が大切です。研修センター研修等と関連付けて行えば，更に効果的なものとなります。こうした小さな取組・成果を地道に積み重ねていくことが大事です。

職員の能力と意欲を引き出し，組織の総合力と生産性を高める人材育成に向け，管理監督者が率先して，人が育つ職場の風土づくりを進めましょう。
（取組例：職員への声かけ・傾聴，職場での活発な話合い，適切な報告・連絡・相談，主体性を持たせる仕事の割振り・責任分担，意欲を高める指導・助言等）
管理監督者の皆さんへ
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意欲・目標を持って研修に参加するよう話しかけてください
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